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で容易に比較が可能な下腿と前腕の各 2 筋を用いて PM/DM と比較した。 
s-IBM 患者と PM/DM 患者はそれぞれの診断基準を満たした者とし、神経筋
疾患を持たない正常コントロールを加えた 3 群を対象とした。病院倫理委員会
の承認と被験者の同意を得た後、GE Healthcare 社の LOGIQ7 エコー機器と
11MHz のリニア型プローブを用いて下腿三頭筋（内側腓腹筋とヒラメ筋）およ
び前腕筋（深指屈筋と尺骨手根屈筋）を描出し、筋膜を含まない楕円形の関心
領域（ROI）を設定した。各筋のエコー輝度は 2 つの方法で行った：(1) 臨床
情報を与えられていない 3 名が revised Heckmatt スケールを用いて筋エコー
輝度を 0（正常）から４（高度の輝度上昇）の評価を行った（主観的評価）、
(2) 画像処理ソフトウェア（Adobe 社 Photoshop）を用いて関心領域の輝度ヒ
ストグラムを作成した（客観的評価）。 













孤発性封入体筋炎（sporadic inclusion body myositis: s-IBM）は、炎症性筋
疾患（IM）と鑑別が困難なことがあり新規検査法が求められている。筋エコー
検査が鑑別に有用との仮説に基づき、下腿と前腕筋において s-IBM と IM との
筋エコー輝度を比較した。 




た ROI の輝度ヒストグラムに基づく客観的評価で評価した。 
両評価法は正の相関を示した。客観的評価では s-IBM 群では内側腓腹筋がヒ
ラメ筋より、深指屈筋が尺側手根屈筋より有意に高輝度だったが、他群では筋
間輝度差に乏しかった。下腿筋間の輝度差により s-IBMと IMを感度 72.7%, 特
異度 100%で鑑別した。 
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